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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第33・回）

日 時

場 所

平成31年2月6日 （水 ）午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第1会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◇ 国会 議事堂 前駅 （丸 の 内線 ・千代 田線）①番出 口より2分 、永 田町

駅 （有楽町線 ・半蔵 門線）①番 出口より下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員会館 玄 関にて、通行証を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待 ち下さい。ま

た、会議 開始後 にお越 しの方は、受付に 「第1会 議室 に行 きた い」

旨お伝 え下 され ば、お迎えに参 ります。

議 題1、 最近 の再 生 ・新 エネルギー について想 う

挨拶 中島稔新エネルギー委員長

2、 燃料 電池 の小型化 ・低 コス ト化に向けた高性能電解質薄膜

解説AGC㈱ 商 品開発研究 所 立 松伸新 商 品第二部長

3、 『新 エ ネルギー 関連 ニュースNO．182』

解 説 中島稔 新 エネルギー委 員長

報 告 去 る平成30年12月4日 開催 の第328回 新 エ ネ ル ギ ー委 員

会 は、 中島稔 新 エネル ギー委員長 が議長 を務 め行われま した。

まず、中島委員長 よ り、 「最近の再生 ・新エネル ギーについて想 う」

と題 して開会挨拶があ りました。 ドイツや 中国やアメリカでは、再生

可能エネルギーで造ったエネルギーを、需給バ ランスが崩れるために

制御す る事例が しばしば起 きる。再エネの発電所 は郊外にあり、電力

を使用す る地域 と離れているため、送電網が よほど発達 していない と、

作 りすぎた電力は余 る。再エネは天候 に左右 されるため、当日になっ

てみない と電力量はわか らない。電力会社 の損失は政府 が補填 し、そ

の負担はすべて消費者 に回 る。っま り電気代が跳ね上が るとい うこと

だ。国土がこれ らに比べて狭い 日本で も、九州では最近再エネの出力抑制が行

われ、他地域でもそのよ うな動きが出てきてい る。再エネの割合が増 えれば、

さらに抑制 は増す。地域 によって再エネの設備を調整することも必要にな るだ

ろ う。

次に、清原淳平専務理事 より、本Hの 講師 ・三輪 田祐子資源エネルギー庁調査

広報室室長補佐の経歴紹介があ りました。次に、三輪 田補佐 よ り、 「エネル ギー

白書の解説」 と題 して解説をいただぎま した。2030年 に向 けて、CO2を 出

さない 電源 を44％ にす る指標 を掲 げてい る。 現状、再生エネは15％ と原子

力 は1％ だ が、双 方で20％ ず つ に比率 を上 げ、 これ に よ りCo2排 出量 を11．

3億tか ら2億t減 らす。 世界 のエネル ギー需 要は拡大の一途 をた どる。一方、

再生エネ価格はこれか らも下が り続 けるだろ う。 どれだけ再生エネが普及する

か、新興国でのCo2排 出量 を削減 で きるかが カギ になる。 日本のエネルギー 自

給率はわずかO．7％ で あ り、他 の主要 国がパ イプライ ンを用いてい るのに対

し、 日本はタンカー輸送のみであ り、これはエネル ギー安全保障上好ま しい状

況ではない。輸入に頼 らず、低炭素化 を実現す るには、再エネの拡大が望ま し

い。 日本企業 は、低炭素 （風力 ・太陽光） よ り、脱炭素 （蓄電池、水力、CO2

の地 下貯 留等 ）で、世界 シェア を高めている。水素の活用にはイ ノベーシ ョン

の向上が必要 になる。

次に、中島稔委員長 よ り 『新エネルギー関連 ニュースN・．18ユ 』 の解 説 が あ

りま した。今 回は、○高効率水素生成膜の開発。微細な穴で水素分子だけをふ

るい分 ける。5年 後 め どに実用化 目指す。 ○廃棄アル ミを利用 した水素の活用。

○発火 しに くい リチ ウムイオン電池の開発。従来は液漏れす ると発火する有機

電解液 を利用 していたが、フッ素、硫黄、窒素 を主成分 としたイオ ン液体 を用

いて リスクを低減。○金沢工大、複数の再生可能エネル ギーを用いて電力の時

給を 目指す実証実験。○光 を使 って無線で電力供給す るシステムの開発。 レン

ズで光量を調節 し、均一に光が集まる。○ 日本工営、発電用水車の生産拡充、

などの解説があ り、一同大いに勉強にな りま した。

★レクチュアにつき、当日会費 会員千円にご協力を。

次回、2月6日 （水）の新エネルギー委員会に

テロ対策への警備からの要請上 、会員 に限ります。

非会員で参加希望者は、2日 前 までに履歴書をご提 出下さい。

（その際の会費は二千円となります。）
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